
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年度、研修センターでは「ICT 活用実践授業に関わる研究委員会」を立ち上げ、２年継続

研究の１年目として、一単位時間での一人一台端末の活用について調査研究を行いました。 

 一人一台端末の整備が進む中、ＩＣＴ活用授業の研究を始めるにあたって、「まず

はＩＣＴを使って何かをやってみよう」「こんな使い方ができるのでは」と考えると

ころからスタートしました。 

ここでは、研究委員会の中で出てきた「ICT 活用実践例」を紹介します。研究の第

一段階として考えたアイデアなので、一単位時間での活用に限らず、様々な活用例

が載っています。 

できること→アプリ→使用場面・目的の順に紹介していますので、自分がやって

みたいことをイメージしながら見ていただくことができます。ICT の活用について

悩みを抱えている方が、少しでも「やってみよう」という気持ちになっていただける

と幸いです。 

※一単位時間でのＩＣＴ活用授業については、令和４年３月に発行した「ＩＣＴ活用実践授業に関わる研究委員

会中間報告リーフレット」にＩＣＴ活用授業の目指す姿（指針）や指導案を掲載しています。 

端末を使いたいけど、どうした

らよいかわからない・・・ 

アプリがたくさんあって、何ができ

るのかわからない・・・ 

実際に活用してい

る例を知りたい。 



ＩＣＴ活用実践例 もくじ 

 

できること 

・各種アンケート実施 

・テスト作成 

・自動採点、集計 

アプリ Googleフォーム ／ Microsoftフォーム 

 

できること 

・思考の共有  

・思考の可視化 

・協働作業 

アプリ Google Jamboard ／ Microsoft Whiteboard 

 

できること 

・課題の配付 

・提出物の管理 

（課題に対する個別メッセージの送信） 

アプリ 
Google Classroom ／ ロイロノート  

xSync Classroom（バイシンククラスルーム） 

 

できること 

・ファイル共有 

・同時編集 

・コメント機能 

アプリ 
Microsoft Teams（ Word ／ Excel ／ PowerPoint ） 

Googleドキュメント ／ スプレッドシート ／ スライド 

 

できること 
・動画撮影   ・写真撮影 

・音声録音 

アプリ 
カメラ機能 

録音機能 

 

できること ・ＡＩドリルによる個別学習 

アプリ Qubena（キュビナ） ※新篠津村のみ導入 

 

できること ・音楽制作、リズム練習 

アプリ GarageBand（iPad） 

 

できること 
・オンライン会議  ・リモート授業 

・オンラインミーティング 

アプリ Google Meet ／ Microsoft Teams 

 

できること 

・インターネットによる情報検索 

・インターネット上にある、タイピング練習サイトの利用 

・その他各種サイトの利用 

アプリ等 インターネットブラウザ 
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できること 

・各種アンケート実施 

・テスト作成 

・自動採点、集計 

アプリ Googleフォーム ／ Microsoftフォーム 
使用場面 中学校 数学 

授業（単元）開始時授業アンケート 

 

 

 

 

目的 ・アンケート結果がすぐに集計さ

れ、全体の傾向や個別の課題を踏

まえ、次の指導に役立てることが

できる。 

 

 

 

 

使用場面 小中学校  

各種テスト 

 

目的 ・一斉に全員に課題を配付し、記述

問題以外はすぐに採点されて生

徒へ返却されるため、子どもがど

こでつまづいているかを把握す

ることはもちろん、集計業務を簡

略化できる。 

・印刷不要で時間が短縮できる。 

・実施後すぐに集計結果が出るの

で、教師も子どもも理解度をすぐ

に知り、次の学習に役立てること

ができる。 
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使用場面 小学校 音楽 

器楽演奏の曲を決定する際に使用 

 

目的 ・子どもの思いを反映させるため、 

それぞれの希望についてフォー

ムでアンケートを実施すること

により、すぐに集計することがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用場面 小学校 算数 

「分数のわり算」の終末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的 ・子どもがオリジナルの文章問題

をフォームで作成し、お互いに

問題を解くことで、学習内容を

深めることができる。 
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使用場面 小学校  

卒業アルバム制作 

 

 

目的 ・一人一人のよいところを書くア

ンケートの集計にフォームを使

い、結果は Teams 上に集約し

て、ページ担当の子どもがまと

めやすくする。 

・アンケート用紙を１枚１枚集め

て集計することなく、瞬時に見

比べることができる。 

・出現頻度の高い単語が太字で表

示される機能を使用すると、さ

らに簡単にまとめることができ

る。 

 

 

 

できること 

・思考の共有  

・思考の可視化 

・協働作業 

アプリ Google Jamboard ／ Microsoft Whiteboard 
使用場面 中学校 数学 

「式とグラフ」 

 

目的 ・関数では表、式、グラフが数量を表す

方法となるが、どんな時に式、表、グ

ラフを活用すると有効かを話し合い、

協働で作業を進める。 

 

 

使用場面 中学校 数学 

「有理数と無理数」 

 

目的 ・正解に向けた協働作業を行う。 

・いろいろな数字や文字を使うことに

よって、理解を促す。 

 

 

 

3 



使用場面 中学校 理科 

「イオン」 

 

目的 ・それぞれに課題を配付し、自

ら付箋を動かすことによっ

て理解を促す。その後、共有

した課題を用いて、協働作業

で解答を導き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

使用場面 中学校 家庭科 

献立づくり 

 

目的 ・各班の意見を出し合うこと

によって、思考を整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用場面 中学校 音楽（学級） 

合唱指導 

 

 

 

目的 ・パート練習の成果と課題を

整理し、パート内で共有し

て次回の練習につなげる。 

 

 

 

 

 

 

４ 



使用場面 小学校 算数 

「小数の倍」の導入 

 

 

 

 

 目的 ・導入場面において、自分の

考えを交流する。 

・他人のアイデアを参考に、

自分の考えを直接書き込む

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用場面 小学校 国語 

「熟語の成り立ち」 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的 ・教科書や漢字ワークなどから探した

熟語を、Jamboardの付箋で種類分

けし、考えを共有することができる。 

 

使用場面 小学校 理科 

「台風に備えて」 

 

目的 ・それぞれの子どもが違う台風を調

べ、そこから共通点や差異を見つけ

たのち、自分たちができる台風の備

えについて交流する。 
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できること 

・課題、資料の配付 

・提出物の管理 

（課題に対する個別メッセージの送信） 

アプリ 
Google Classroom ／ ロイロノート  

xSync Classroom（バイシンククラスルーム） 
使用場面 小中学校 全教科 

各種課題の配付、回収 

 

目的 ・教室内の全ての子どもに対して、課

題を配付することができる。 

・紙がいらないので、印刷のコストと

時間が省ける。 

・一人一人が端末上で見ることができ

るので、電子黒板等での見づらさが

解消できる。 

・端末があれば、どこでも課題を受け

取り、学習を進めることができる。 

・ Classroom で出した課題は、

Google ドライブに自動的にフォル

ダが生成されるので、管理、保存が

簡単になる。 

 

使用場面 小学校 国語 

「情報と情報をつなげて伝えるとき」 

 

目的 ・元の文章に、調べた情報を書き足す場

合、書き足す文章をすべて書くと時間

がかかるので、教科書の画像を児童機

に配付し、どこに書き足したらいいか

矢印で示したものを教師機に提出さ

せる。書く時間を短縮し、考える時間

をたくさん取ることができる。 

・一人一人の考えがわかる上に、記入し

ていない子どももすぐわかるので、個

別の支援がしやすい。 
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使用場面 小学校 全教科 

授業の振り返り 

 

目的 ・バイシンククラスルームのミニアンケート機

能を用いて、何が理解できたか・何が理解で

きなかったかを明確にすることができる。 

・わからないことが明確になると、わかる子が

説明して教えてあげようとするので、共に学

び合うことができる。 

・教師は子どもの理解度を知ることができ、次

の時間の授業に生かすことができる。 

 

できること 

・ファイル共有 

・同時編集 

・コメント機能 

アプリ 
Microsoft Teams（ Word ／ Excel ／ PowerPoint ） 

Googleドキュメント ／ スプレッドシート ／ スライド 
使用場面 中学校 総合的な学習の時間 

旅行的行事のまとめ 

 

 

目的 ・型をすぐに子どもと共有でき、保

存や添削が容易になる。 

 

 

 

使用場面 中学校 理科 

振り返りシートの蓄積 

 

 

 

目的 ・授業終末の振り返り時に、単元の振り返りシ

ートの入力を行う。 

 追記していき、単元の終わりに提出させ、採

点をする。 

・授業ごとに気付きを追記していくことで単元

の学習過程での気付きや課題を自覚しやすく

なる。また、観点ごとの自己評価点の平均値

を算出することで、自らの課題となっている

観点に気付くことができる。これらにより、

学習の調整が行いやすくなる。 

・ペーパーレスになり、記録の管理がしやすく

なる。 
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使用場面 小学校 国語 

「私たちにできること」 

発表資料の作成 

 

 

目的 ・提案内容をよりわかりやす

く説明するために、班で共

有して１つのスライドを作

成し、プレゼンテーション

を行う。 

 

 

 

使用場面 小学校 道徳 

意見・感想の記入（交流） 

 

目的 ・出席番号を書いたエクセルシー

トをアップロードしておき、子

どもがそれぞれの端末からアク

セスして書き込む。 

・書いた意見は誰からでも見られ

るので、子どもの意見を一度に

見ることができる。また、何を

書いたらよいかわからない子ど

ものヒントにもなる。 

・エクセルのシート１枚にクラス

全員分の感想が収まっているの

で、評価がしやすい。 

 

 

使用場面 中学校 英語 

英作文の相互添削 

 

目的 ・スプレッドシートをグ

ループごとに共有でき

るようにしておき、コ

メント欄を活用し、そ

れぞれの英文にアドバ

イスを記入する。その

アドバイスをもとに、

清書する。 
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使用場面 中学校 英語 

英作文に使用する英単語調べ 

 

目的 ・あるテーマ（ここではレシピ作

り）に関する日本語⇒英単語を

個人が調べ、それを Classroom

で回収し、全員分を合わせて１

枚の単語シートにする。クラス

全員でつくる１枚の単語シート

となるので、子どもが意欲的に

活用することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用場面 小学校 総合的な学習の時間 

「自分の成長」 

 

目的 ・行事を振り返り、活動したことや感想を

PowerPoint に入力する。 

・タイピングやソフトの使い方に慣れる。 

・ゆくゆくは、下級生に宿泊学習や修学旅行の

様子について伝えるなどの使い方ができる。 

 

 

 

使用場面 小学校 学級活動 

発表会時の資料 

 

目的 ・自由研究を製作する過程を写真で撮ってお

き、PowerPoint でまとめ、発表する。 

・言葉による発表を補助し、製作の過程もわか

るように伝えることができる。 
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使用場面 中学校 理科 

「光の世界」 

 

目的 ・鏡に映る物体の像と実物の位置関係

を記録、発表し、班としての考察内

容をまとめる場面で、実験結果や考

察内容を視覚的に捉えやすくする。 

・終末で、実験のまとめを記入する場

面で、スライドを共有することで、

わかりやすく、かつ時間を短縮する

ことができる。 

 

 

使用場面 中学校 理科  

「力の世界」 

 

 

 

目的 ・フックの法則を検証する

実験において、実験デー

タを共有し、全体で同じ

実験データを見ながら考

察し、実験のまとめを記

入することができる。 

 

 

 

 

使用場面 中学校 総合的な学習の時間 

職業調べ学習発表会 

 

 

目的 ・発表者へのコメントを、学

級の全員が同時に同じシー

トに入力することにより、

発表者はすぐに自分の発表

の評価を見ることができ

る。他者評価によって、生

徒の自己肯定感の向上につ

なげることができるほか、

自分の感じ方と他者の感じ

方を比較することができ

る。 
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できること 
・動画撮影   ・写真撮影 

・音声録音 

アプリ 
カメラ機能 

録音機能 
使用場面 小学校 体育 

なわとび 

目的 ・子どもの跳ぶ姿を撮影する。 

・跳ぶ姿をチェックすることで、どのように跳ぶとひっかからず、次の人が入りやすくなるのか

を考えさせる。 

 

使用場面 小学校特別支援学級 理科・生活科 

栽培物の記録 

目的 ・学級園に植えた野菜の生育の観察記録を写真に収め、成長の様子を記録化する。一年にわたっ

て撮りためたデータを使って、種や苗から収穫、片付けまでの一年の活動をまとめる。 

・画像での記録化により、スケッチが難しい子どもでも視覚的に生育の状況を理解することがで

きる。アサガオやホウセンカなど植物の生育、またメダカの成長やエンドウマメの発芽など、

時間の経過で変化する様子を記録化する学習に適している。 

 

使用場面 小学校 理科 

「ものの燃え方と空気」 

目的 ・タブレット内にあるカメラ機能を使い，実験の様子を写真や動画で撮影する。 

・実験の様子を動画で収めることで、撮った写真や動画を見ながら、次時に実験結果の考察やま

とめをすることができる。 

 

使用場面 小学校 図工  

「形が動く 絵が動く」 

目的 ・タブレット内にあるカメラ機能を使い、コマ撮りアニメーションの作品作りを行う。 

・出来上がったコマ撮りアニメーションを友達同士で見合い、交流することができる。 

・写真を保存し、蓄積することで、評価がしやすくなる。 

 

使用場面 小学校 国語 

音読練習 

目的 ・録音機能を使い、音読を録音し、共有する。 

・自分の音読を聞くことで、客観的に自分の技能を見ることができる。 

・友達のよいところを参考にすることができる。 
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使用場面 小学校 音楽 

リコーダー等の練習 

目的 ・指使いのお手本を録画し、送ることで、いつでも、何度でも見返しながら練習できる。 

・自分の練習を動画で撮影し、振り返ることができる。 

 

使用場面 小中学校 学級活動  

目的 ・学級会で話し合いが長引き、次回に持ち越しになった

時に、カメラ機能を用いて黒板を写真に残しておく。 

・再度黒板に書く手間が省け、すぐに話し合いに入るこ

とができる。 

 

 

 

できること 
・ＡＩドリルによる個別学習 

 

アプリ 
Qubena（キュビナ） ※新篠津村のみ導入 

 
使用場面 漢字や語句、文法などの学習 

目的 ・漢字や語句、文法の復習を端末上で個別に行うことができる。 

・AIドリルなので、自分の苦手な分野を中心に問題が出題され、自分の理解度をチェックするこ

とができる。 

 

できること 
・音楽制作、リズム練習 

 

アプリ 
GarageBand（iPad） 

 
使用場面 小中学校 音楽 

リズム学習、器楽演奏練習 

 

目的 ・自分で任意のリズムをつくることができる。 

・作成したリズムにリコーダーを合わせたり、リズム打ちをしたりすることで、リズムを意識で

きる。 

 

 

名前 

名前 

名前 

名前 

名前 

名前 

名前 

名前 

名前 

名前 
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できること 
・オンライン会議  ・リモート授業 

・オンラインミーティング 

アプリ 
Google Meet ／ Microsoft Teams 

 
使用場面 小学校 全教科 

休校中のオンライン学習会 

 

目的 ・休校中の学びの保証の一つとしてオン

ライン学習会を行った。 

・児童用端末は靴箱に入れておき、保護者

に持ち帰ってもらった。 

・休校２日目から毎日１時間オンライン

学習会を行った。午後は１時間、オンラ

イン相談会を行った。各学年全員が入っ

たチームをつくり、学年の先生が１人い

れば配信できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

使用場面 小中学校 全教科 

リモート授業 

 

 

＜電子黒板を写したものを配信した場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Googleスライドを画面共有した場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的 ・端末のカメラ機能は画質が

悪く、ズームができないた

め、黒板や電子黒板を写し

ても見えにくいとの声が多

い。それを解消するために、

Google スライドを画面共

有することで、鮮明な画面

を子どもに見せることがで

きる。 
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できること 

・インターネットによる情報検索 

・インターネット上にある、タイピング練習サイトの利用 

・その他各種サイトの利用 

アプリ等 
インターネットブラウザ 

 
使用場面 小学校 外国語 

自分の好きな食べ物や行事を英文で表現する 

英単語や英文の発音をチェックする 

 

目的 ・小学校には和英辞典がなく、英単語を調べる

手立てがないことが多い。教員がクラス全員

に教えて回るのではなく、インターネットを

利用することで、子ども自身で調べることが

できる。音声をチェックすることもできる。 

・ネット上で調べると不自然な表現や、語順が

間違っていることが多い。ＡＬＴがいる時間

にチェックしてもらい、正しい文が書けたら

伝え合う練習に入る。 

 

 

使用場面 小学校 家庭科 

「ひと針に心をこめて」 

目的 ・NHK for school（カテイカ）で、手縫いの一連のやり方について、一時停止したりしながら映

像を見て、使い方を確認する。 

・説明用の映像を共有することで、子どもはタブレットを活用しながら自力で解決するようにな

る。 

 

使用場面 小学校 算数 

「データの調べ方」 

 

目的 ・インターネット上の統計グラフ作成ソ

フト statlook を使い、資料の数字を

打ち込むと、柱状グラフや度数分布表

を即座に作成することができる。 

・統計グラフを作成する時間や手間を大

幅に省き、資料の傾向を読み取った

り、説明したりする時間に充てること

ができる。 
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使用場面 小学校 理科 

「台風に備えて」 

 

目的 ・インターネットで主に

Tenki.jpの「過去天気」

を使って台風の過去デ

ータを収集する。 

・子どもそれぞれが違う

台風を調べるため、そ

こから共通点や差異を

見つけることができ

る。 

 

 

使用場面 小中学校  

タイピング練習 

目的 ・休み時間等に、インターネット上のタイピング練習サイトで各自タイピングの練習をする。空

き時間に合わせて練習を進められる。 

・キーボードを打つ速度を上げることで、端末の活用につながっていく。 

 

 

 

使用場面 小学校 国語 

「柿山伏」 

 

目的 ・You Tubeで「子ども狂言

堂 狂言『柿山伏』」を見せ

る。 

・セリフが教科書の文とほぼ

同じで、言い回しがゆっく

りなので、動画を見ながら

教科書本文と見比べること

ができ、内容を把握するこ

とができる。 
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使用場面 小学校 算数（総合的な学習の時間）  

目的 ・「好きなラーメン」「好きな歌」「将来な

りたい職業」など、アンケートを取っ

たデータを瞬時に円グラフ化するこ

とができるインターネット上のフリ

ーソフト Syncerを活用し、割合につ

いて視覚的に学習するとともに、百分

率についての理解を促す。 

・最初に計算する過程をあえて自動化

し、視覚的に割合を捉えさせること

で、量感をつかませることができる。 

 

使用場面 小・中学校 書写 

目的 ・フリーソフト（毛筆アプリ LITE）を用いることによって、楷書体、行書体の書写の学習におい

て、筆圧やとめ、はね、はらいで注意する点についてタブレット端末上で学習することができ

る。 

・特に筆圧の差ではらいやとめの形が変わることが実感できる。失敗してもやり直しがきくので、

繰り返し練習することができる。 
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